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人

的

ニ

ζ

3

0

勺
た

其
の
事
摘
が
矢
献
に
も
礎
ら
F
・
口
碑
に
た
俸

電，

は
つ
t
ゐ
な
い

2
・
い
よ
/
¥
分
ら
ぬ
の
で
あ

ロ
s

，

ほ

あ

む

か

る
・
か
‘
中
に
は
.
斯
.
、
，
い
ふ
場
合
に
新
う
い
ふ

山
町
が
町
一
慌
に
さ
い
ふ
綜
己
、
お
訟
に
即
戦
っ
て
伊

F
、

あ

つ

み

ろ
の
が
あ
る
o
そ
ん
な
伺
を
集
め
て
見
た
い
之

翁‘

ω
A
ζ

・3
.

，

思
っ
て
旨
本
稿
令
書
き
は
じ
め
た
の
で
は
あ
る

も

ま

喧

A
M，
《
〈

h
Z
A

寝
b
h
a

‘Laの
ぜ
い
れ
事

が

一五
よ
り
浅
皐
寡
聞
の
私
.
面
白
い
材
円
か

さ，、し
白T
L主
O

H

あ
っ
た
ら
・
読
者
諸
彦
か
ら
き

R

，
ぞ
き
し
/
1

本
事
川
柳
(一)

武

笠

山

搬

rν

はんじぜ
んりさ

補
っ
て
戴
ぎ
た
い
の
で
あ
る
o
題
を
本
事
川
柳

し

は

a
A
じ

し

さ
し
た
の
は
支
那
の
本
事
詩
に
取
に
の
り
あ
ゐ

・

・

ー

も

か

じ

ん

先
づ
手
近
に
あ
る
も
の
か
ふ
，い
ふ
の
で
、
塵

齢
的
恥
の
軒
郎
総
桜
か
ら
は
じ
め

ろリ

(
一)
h

り
た
船
ぞ
お
っ
た
が
与
口
シ

ヤ
遺
恨
な
り

以
下
十
三
旬
、
苓
街
賛
説
一
、
「
交
化
四
丁

卯
年
ア
ロ
-Y

ヤ
船
栄
」
の
傑
下
。

7
2
・1
D

A

‘R

口

今

、

z

，h
q
B
L

-e
-

通
航
一
賢
二
八
四
出
世
『
蝦
夷
地
臥
妨
始
末
』

ぜ
ヨ
ミ
A
S

，O
L

・
じ
んらんほ
さ
雲

u
い

き

司

の
傑

い
『
A
1
曹
司
魯
西
麗
人
凱
妨
の
基
ヤ
祭
す
ろ

砂恵、
N
A
s
q
・-へ

し

ょ

Aγ
3
U
R
3

ね
が

に
・
か
れ
積
年
松
納
氏
に
山
h

り
て
通
商
を
願
ふ

苫
宮

'
e

，、。ん
セ
ド
ぬ
ん
b

舎

も

事
し
ば
/
¥
h
な
り
。
叫
凶
心
寛
政
五
年
蝦
夷
地
予

s
m，川
町
三
者
刷

、

az

s
e
つ
皆
川町しも，
u
-
E
23
砂

、

モ
ロ

に
波
向
の
時
、
官h
よ
ヰ
僻
目
付
石
川
崎
附
酎

むら
P
み

に

い

が

〈

傘

つ
S
ヘ

リJd

ζ

o

b

e
釦い
ζ
〈

村
上
犬
鼠
一-eT
松
前
に
遣
は
き
れ
、
此
地
外
閣
の

・

・

丸

め

r

内
“
“
v

o

U

ぜんの
，、宮

市
#
ケ
聴
く
べ
含
地
に
非
A
V
--

闘
あ
ら
ば
肥
倒
閣

訟
が
3
3
hY
3

い
に

よ

L

3

2

た

念

宣

祖

長
崎
港
に
到
ゐ
ベ
タ
白
砂
識
さ
し
め
給
ふ
。
時

。

が)111
感~~Wi 敢き
人2が 1
の 飯 引U7. ... 

O 様す よ柳~ 0 ~・

益三;握1 11! 
???柳
日夜持~ 三晶
かかっ右血宮

与も存林逗
ああな吐同貝

宅売品露
)IIA ~~櫨
柳:w

趣
味
の

ク
-7
4

7

ア
ク
ス
は
宗
艇
で
あ
る
o

e-b

g

ur

t

'

L

M

んも
、，

政
は
気
狂
ひ
で
あ
ら
か
も
知
れ
な
い
。
信
仰
eq

-

a

a

A

'

V

3
U
5

そ

'

u

v

v

・-〈

基
本
三
し
た
宗
教
・
夫
れ
は
白
熱
距
ひ
三
一
五
ふ
特

dn

ラ‘
u

-u
b

s

auヲ

he

n

別
の
女
字
令
川
ひ
℃
も
差
問
ね
縫
い
だ
ら
う
。

。

航
よ
り
も
松
駅
山
間
俳
句
出
入
れ
は
艇
の
貯
に

e

b

uv

D

2

a

，

注

目
に

h
a曹
三
仏
い
三
三
ふ
囲
碁
三
五
十
ず
百
ゲ

さも

t陶
an

-

-

〈

に

い

あ

L

・

r
u共
に
趣
味
の
極
大
で
あ
り
・
或
る
一
種
の

気
紅
ひ
で
あ
る
ο。

桔
A
A
、
ぜ
ん
り
一
・3

3

が
・

・--3
，

NUV-
、.，

段
々
・
三
川
柳
の
気
狂
ひ
が
省
加
す
る
傾
向
が

あ
る
，
臨
し
い
で
は
艇
い
か
。
似
し
織
の
貯
に

め

e

u

e

・7a
，
U

C

A

V

A

-

b

p

目
-い
も
舎
は
な
い
さ
云
ふ
畿
な
非
人
間
味
の
私

@

お

u

・・

'
b
u
r
e
-
-
、‘“，

は
日
開
な
い
同
じ
気
先
ひ
で
も
少
し
建
っ
て
ゐ
ゐ

。



しん広
H
V

め
に

宅

ち

に
願
に
よ
り
工
信
牌
ケ
奥
ヘ

v

も
し
其
の
山
地
に

い

食

し

主
かゐε・
3

も
も
わ
た
よ
む
き
吉

至
ゐ
さ
も
.
書
簡
等
は
持
渡
る
ま
じ
含
由
b
T

議

、a

悼ん

しか

u

，A
〈Lne
のんね
ん

e
-m
刊
し

し
院
帆
せ
し
む
の
然
る
に
文
化
元
年
九
月
，
使

せ
つ
な
が
さ
き
さ
S
V

し孟
かん
hf
a
-
-』ぎ

節
長
崎
に
渡
来
し
、
書
簡
及
び
土
宜
そ
捧
け
し

ζ
き芝ヲ

o
h
t
，

M
V

ム〈
勺9
L
A
-
』〈3
A

a
b

u
-，

g
等
ぞ
謹
貧
し

田
持
団
遁
信
は
園
祭
の
由
。
ぞ
敬

ゆ

ち

注

ん

与

野
乏包
L
M
t
nu

し'偽ち司
、じ
，
陣
内

識
し
時
机
せ
し
む
。
此
時
使
節
の
心
中
賓
に
本

意
な
か
り
し
な
る
べ

し
o
』

『
制円
M
b
h
u
だ
蹴
』
全
U
H
b
h
に
き
か
ぜ
。
配
つ

を

と
や
折
つ
に
に
き
か
せ
に
の
で
あ
ら
う
門

会
一
)
夫
見
に
か
な
ぎ
三
松
前
ま
け
-そ
し
み

(
三
)
松
前
は
疫
病
神
で
か
た
き
う
も

uz，、や
ね
ん
々
唱

・4
2
ヘB
U
S
E
-
e
きU
A

〈
じ
倍
、
ν

文
化
四
年
三
月
、
松
前
志
摩
守
章
服
、
閣
の
政

?ヲに
J
V

お
b
u
‘.

む勺

ち

ヲ

つ

道
正
し
か
ら
ぎ
る

鍾
で
陸
奥
の
地
に
移
さ
れ

守
A
P

B

こ

そ
の
あ
・
こ
で
此
の
騒
ぎ
は
起
つ
に
の
で
あ
る
o

(
四

)r-こ
い
つ
て
今
交
易
も
ゆ
る
さ
れ
宇

さ
司
、
じ
陰
4
ふ
ろ
・
3槍
V
V

ゆA
a
oy

常
時
的
幕
府
の
狼
硯
加
減
'q噺
り
つ
允
も
の

(
五
)
念
荊
の
外
に
御
機
師
の
泳
飛
脚

で
2
-5

6

A

b

F

A

、.

2

ι

a
ym丹

通
航

一
覧
二
八
七
に
、
『
女
作
品
四
丁
卯
年
四
月
廿

巳ち

い
e
，、

，u
s

a

E

Z

u

，，、

九
出
口
・
回
持
賦
ま
た
エ
ト
ロ
フ
烏
シ
ヤ
ナ

に
上
陸

'
m
いしょ

τ
っ0
・3

・1
9

6

ん
ぽ
宮
島
、
‘

し
て
・
令
所
に
蹴
抱
eq打
か
り
、
刷
臥
暴
に
及
ぶ

よ
っ
て
‘
臨
僚
智
引い
が
ん
配
の
刊
し
お
び
献

W
・
官

卸
酌
配
配
の
μ
川
駅
防
総
し
紫

Meぞ
，
払
聡
ミ
い
へ
き

』ee

が食

m

ご・一、
Z
5

川旬、，
ω
が

も、

防
MH-
様聴
く
し

τ
.間
島
札
w
d

ツ
の
方
に
遁

つ
U

U

こ
ピ
て

M
り

uv

，A
，、

a

u

'
t

引
一淫
-L
函
館
に
退
く
。
』
云
々
さ
あ
ろ
記
事
の

m'

たa
，c
c

b

vι

、
.
。

e
u

，、信

に
、
官
時
シ
ヤ
ナ
の
命
同
所
に
居
合
せ
た
久
保
田

"
w
A
に
つ

a

・きO
U1

し

き工
ν
1
a

u

--
にτ

見
遼

三
い
ふ
御
雇
曹
師
が
念
飛
脚
さ
し
て
函
館

"
が

帥

v
・3
L
孟

--
a
こ
g

uv-B
川崎O

E

セ
ヲ
品
川・2
、〈

奉
行
所
へ
念
行
し
、
逸
早
く
事
情
を
報
告
し
に

旬

。

-や
が
載
っ
て
居
ん
。

(
六
)
質
々
は
矢
策
帆
影
も
制
見
ね
る

MmA
，
、
わ
胞
a
h

e

れっ
か
広
ζ

に
τ
ぶ
け
ヲ
民
陪
島
町
き
め
かz
・

女
化
四
牢
六
月
十
日
箱
館
奉
行
羽
田
市
有
塾
守

・9

・3
L
A守
3

巳b
u

号

ち

‘

、

く

坦

A

の
注
革
献
に
『
西
蝦
夷
地
シ

ヤ
リ
に
も
呉
園
結

五
舵
榔
町
九
一
悦
郎
船
艇
に
昨
刷
出
向
鵬
伊
知
、
U
ねた
が

τ
-
u
a
z
o
-
-
し

を
'
て

そ

ろ

こ

定
不
仕
候
由
・

温
而
可
申
上
候
』
そ
あ
る
心
此

r
、

Z
4
A
F
L

孟

，、
1
-
，

w

、m
ea句

の
何

門川、

公
文
書
の
口
粛
を
借
り

t
.
此
位
な

3

じ

‘

灼

九
aリ

ゐ

g
り

事
に
も
び

t
/

¥
す
T品

川
昨
日

eω
wh吏
生
哨
つ
に

の
で
あ
る
。

ハ
七
)
念
ぎ
候
程
に
結
館
へ
逃
け
お
ふ
せ

-a
忽

a

s

u

z
-
p
p
フ
a

品いしょ守〈
P
ぃ
'
a
ν
§

ち

五
三
同
じ
居
合

J

様
捉
骨
田
所
役
人
の
意
気
地

-白Lg

z
+
ι
i
w
.
‘-a

広
や

'r
、

な
さ
そ
酬
明
っ
た
の
で
あ
る
1

此

-ω
退
却
が
中
々

E
同区一命

勉も
U
ち

つ
号
』‘-3
6

A

困
賦
で
あ
つ
に
趣

は
)
通
航
一

環
二
八
七
に

が

A

、わ

-S

つ--h
uv
rもち〈

ひ

，

、凶

'
『
女
化
丁
卯
松
前
回
持
事
録
』
ぞ
引
い
て
委
し
く

書
い
て
あ
る
。

(
ハ
)
雑
兵
は
ク
ナ
グ
ツ
島
三
夜

b
τ
居

。
。
ミ
・3

r
a刷

f
ur
じっ

ク
ナ
ジ
リ
島
の
も
ぢ
り
。
誰
や
ら
の
随
築
に

'
h
す
り

あ

り
た
‘
ソ
ツ
ピ
リ
・
こ
い
ふ
集
令
ツ
ツ
タ

ν
三

船

m
k
ぉ
k
竹
山
総
一
宇
佐
官
ね
蹴
っ
た
、
三
い
ふ
読

さ
同
巧
異
的
さ
で
も
一
言
は

コ
か
。
(
未
完
)

L
・3
U
‘3

e
ひ正

、

‘

E
A
b
7
e
2
2晶

T
f

宗
敬
に
相
手
は
要
'り
な
い
。
川
柳
も
同
様

f

u
s
り

ζ

き
ヲ
は
が

L
A
e
g
ζ

・』E

た
っ
た
一
人
で
呼
吸
し
乍
ら
・
々
械
の
銭
動
令

・3

伝
が
し
ん
b

a
'h
“芭号
-

めいn

a
-
-
』ヲめ
Ava

で

・

聞
き
乍
ら
.
森
紘
一
向
象

ω聞
を
横
行
活
歩
出
来

。ん
むつ

急u
v
a
-o

u

u

s
A

ぁ。

鉛
率
三
一
枚
の
紙
か
あ
れ
ば
充
分
だ
。

。

ぜ
んり
、
，
っ
〈
ぜ
ん
りき

S

ヘ

ヲ
ち
ラ
あ
lb

川
柳
ぞ
作
れ
。
川
柳
の
前
に
字
宙
の
栂
ゆ
る

，、‘

saT

e
m
--』古

uv

a--'ゐ
A
ua

ヲ，

苦
し
み
a
h

憎
み
も
活
動
し
得
な
いド
。
勿
論
物
情

、，B

ふ
ゼ
2A-wA
にV

つ
昔
、&
u
h
v
a
，

が
騰
貴
し

よ
う
か
.
此
回
選
問
題
一万
通
過
し
療
が

V
位

一

、

a

Z

L

F

惨

ζ
ぎ

俗

痛

い・
事
も
痔
い
事
も
縫
い
。

コ

。
，、勺

V

し-3
U
R，
。
，
、
つ
忽
ぜ
ん

埋
砲
な
一五
ふ
な
υ

宗
教
に
時
屈
は
無
い
n

川

b
p

つ〈

a
F

ミ
ヲ

ν

υ

っ
b
・3

さ

ζ

柳
e

守
作
ら
に
斜
屈
h
z

云
ふ
必
要
一か
何
慮
に
あ
る

紅

念

で
，

g

r

-z

たの

獣

っ
て
作
句
し
て
獣

っ
て
楽
し
ん
で
ゐ
れ
ば
い

窓

aE
C
，
、
也
守ペヨ

ζa'
ぞ

竹内
L

は
無
い
か
、
作
句
ヤ
輩
表
す
る
事
夫
れ
は

勝
手
だ
コ

し良す臼 Lあ
な な由?ら既ミ
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本
枇

一
月
例
命
日

二

月

十

四

日

於

端

之

坊

十
四
日
夜
二
月
倒
的H
を
端
之
坊
で
催
し
ま
し
た
。
参
曾
者
は
路
郎
、
松
郎
、
援
夜
坊
、
刀
三
・

百
石
・
議
矢
満
.
双
柳
、
法
郎
.
悠
々
・
多
郎
、
か
ほ
る
・
秀
哉
・

m間
亭
.
放
馬
、
わ
た
る

飯
山
、
み

ωる
.
眠
皆
、
竹
策
.
た
も
つ
・
一
柳
、
伎
鳴
.
不
越
、
春
三
.
山
月
、
鳶
歩
、
久

雄
.
飛
水
、
幸
堂
.

一
路
.
二
葉
亭
、
東
北
・

L
け
る
、

弧
域
の
諸
君
三
弘
三
で
あ
つ
に
。
〈
二
柳
子
記
)

一
洲
、
雅
闘
、
爽
豆
.
馬
行
、
助
六

草

桂

路

郎

わ
ら
ん
じ
ゃ
作
っ
τ
納
屋
は
雨
に
暮
れ

出
府
し
た
草
鮭
を
，
}
わ
い
も
の
に
男
る

わ
ら
ん
じ
，
か
す
る
め
の
援
に
落
ち
て
ゐ
る

花
道
タ
京
ま
で
〈
〕一一今島
市
桂

が

り

す
〉
り
泣
く
子

J
m
鮭
な
は
か
♂
居

わ
ら
ん
じ
は
蓮
-
M
1

…
附
ん
で
馬
山
早
々
避
け

も
主
一
度
抱
い
て
草
鮭
へ
眠
を
落
し

わ
ら
ん
じ
に
ム
れ
に
足
そ
一
m
ん
ら
見
せ

早

立

の

京

鮭

親

分

見

分

な

め

草
桂
ま
で
揃
へ
仕
度
の
出
来
上
り

念
朋
に
京
粧
品
官
「
手
に
履
い
v

て
立
ち

選飯

山

助

六
か
ほ
る

十
時
十
路

一

別

損
花
劫

松

郎

二
務
亭

仙

mu

々

成

賀

義
矢
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